
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

伽 五 島 博 士 記 念 號 迫 態 篇

膣 腸動物及 び棘皮動物 に關す る五 島先 生 の 業績

　　　　　　　　　　　内　　 田　　　 亨

　故 五 島清太郎先生の 歐交 の 原著 は
，

1890年の 飾 ε伽 鮴 の 研 究に は じま り． 193’｝年の 石 非

信太郎氏 との 共著 」・励 轍 翔 伽 に 關す る もの に 絡つ て ゐ る ． 傘3喘 の 屯

’

寄生蟲 に

關す る もの が その 約孚ぱ を占め 14篇 に 達 して ゐ る。先 生の 御專攻の 最た る もの が 寄生 蟲 に あ

つ た こ と は素 よ り論 を俟た ない が
， 其他の 論著 vaつ い ては 棘皮動物の 海星類 it關す る もの 6

篇，腔腸 動物の ヒ ド ロ ゾ ア 類 に 關す る もの 6 篇 ， 貧毛環 蟲類に 關す る もの 2 篇 ，
ヒ キ ガ ヘ ル

及び フ ナ ム シ の 畸形 に 關す る もの ］篇， カ ブ ト ガ ニの 生態に關す る もの 1 篇 で あ る。 恩師の

論著 を評 價 し紹介す る こ と は至難の 業で あ つ て常 入 の 敢 て 企 て 及 ぱ ざ る所で あ り，不肯小 生

の ご と き者 の 最 も不適 とす る所で あ る と信 す る の で ， 單に 鼓 に そ の 内容の 概略 を紹介す る こ

と に 止 め る。

　1） 貧毛類 に 鬮す る もの は純分類學的の もの で ， 先生が 第
一

高等學校 に 在 任せ られ て ゐた

當時 ， 現 東北帝大教授 畑井 薪喜司博士 と の 共著 に なる もの で あつ て ， 僅に 2篇 では あ るが 當時

本邦 の 陸産貧毛類の 知見は 殆 ど皆無に す ぎ なか つ k の で あ るが ，
こ の 2 篇出つ るに 及 ん で 學

界 に 貢獻す る所大 で あ り，且 つ 先生 の 指導を受けた畑井博 士 及 び 野村釜太郎博士は共 に 東北

帝大の 動物學の 教授 と して 自ら貧毛類の 研究 をされ ， 或は そ の 門下 の 貧毛類の 研 究 を指導 き

れ て 居 り ， 且 つ 東北帝大以 外 に 於て も貧毛類 の 研 究に 沒頭 す る者輩出 し實に 多士 濟 々 本邦塵

の 貧毛 類は 非常 に 進 歩 を とげ ， 分類學的研究 は こ S 數 年の 中vaは或 は 完成せ られ る の で は な

い か と云 ふ趺 態に あ るが ， 其他 生理 ， 生 態に 關 す る業績 も次第 に 發表 され て 來て ゐ る 。

　2） 腔腸動物 に 關 する もの は先生 は分類學 よ りは 寧 ろ 形態學的 の 仕事 を主
「
と して された の

で あつ て ，先 生 の 腔腸 動物研 究 は 先 生 の 留學 中 jobns 　HepkinS 大學に 於 て BRIx，KS 敏授の

指導を受け て ゐた際 に 始つ た と思はれ る e 同敏投所藏の カ ツ ヲ ノ エ ボ シ 1？hysaiia”taSifua の

標 本に つ い て 1895年か ら1897年の 間に 組 織形態學的報告 を 3 篇發表 せ られ て ゐ る 。 更 に　1897

年 に は 本邦 産特種 の エ ダ ウ ミ ヒ ド ラ PefuCrocoryne に つ Vbて その 興味 あ る點 を指摘 し，
1903年

に は本邦産の 美麗 な ヒ ド ロ 水母の ハ ナ ガ サ ク ラ ゲ　Ol−iT｝clioides ／旃 砌 跚 及 び ヵ ギ ノ テ ク ラ ゲ

Gonionefnus 吻pr8｛酬 ηb を共 に 新種 と し て 記載 され て ゐ る。 こ の 論文の 中IC特に ハ ナ ガ サ ク ラ

ゲ の 準衡 器の 醇造 及 び域因 に つ い て 詳細 に 研 究 され ， 從來 の 人が こ れ等 の 屬及び淡水 水母等

に 於 て は干衡 騅の 形成に 内胚葉 もあつ か る と云 ふ の に 反 し， 先 生 の は 外 胚葉の み で で をる と

云 はれ ， こ れ 等の 水 母 を Leptomedusae に 入れ られた の で あ る。こ れ等 水母 の 分類學的位置

は 生 活 史， 生 殖の 方法其 他 も考 慮 され て 今 もつ て LeptOmedus 乱 e に 入れ るか Trachomedusae

に 入れ るか は 決定 して ゐ ない もの で あ る。水 母 の 權威 A ，G ．　MAYER 〔1910｝は大著 Medusae

of　the　 worldJoL 　2 ，　 p．　340 　Va　 Family 　 Olindiadae，　sensu 　GoTo を Tracllomedusae の 初 め に

お い て ゐ て ， その 中に衣 の や うに 書 い て ゐ る ：

　
“PERK ・−ss 　 and 　MuRBAcH 　c ・ i・c ］ude 　that 　the　marginal 　c ・ ncreti ・ ns ・f σ。niarLerntss　 are 。 f　 e 、lt。

．
d・m ・・】・rlgi … dd ・・ t　thi・ 騨 ・ ・ i・ ・ ne ・ f　 th・ Tm ・h ・medu 鸚 淵 ・ σ 吻 ， 吻 融 η ・難 励 ・9勉
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eartfnt ⊂，bse）
・
t／er

，
　 co 且 Cindes 　that　the　concretions 　o 」i　Otindiio・ides　are 　of 　ectQderma 置　origin 　an ｛l

that　the　meduga 　be｝ongs 　t り the 　EuuopidBe．，丁

　以 て 先生 の 研究 が米 國の 專門 家の 中で 如何 に 信頼 され て ゐた もの で あ るか を知 る こ とが で

きや う。1910 年に は 興味 あ る ヤ ドカ リと共生す る Hyelrncti，諏 2 種 に つ い て 詳細 な形態學的

報告を され ，
こ の 挿圖 は歐洲の 專門教科 書に は よ く轉載 され て ゐ る所 で あ る． また ヒ ド ロ 蟲

と先 生と に 關 し て 特に 注意 しなけれ ば な らな い こ と は ，動物學雜誌 に 1890 − 92年 IC 亙 つ て 禍

載 され た稻 葉昌丸 氏の 本邦産 ヒ ド ロ 蟲 に 關す る邦丈 の 記 載を英譯 して ド イ ツ の STECHOw 氏

に逡 られ た こ と で あつ て 、 こ れ は 1913發行 の ミ a ．ン ヘ ン 博物館の 本邦産 ヒ ギ ロ 蟲 の 報告 に 同

氏 の 感謝 と共 に そ の欟 ll版 され て ゐ るの で あ る 。腔腸動物に 於て 聞接に 先 生の 指導 を受 けた

人々 に は 木 下熊雄 博士 1ヤ ギ類｝， 川村 多實二 數授 〔買 水母類〕， 淺野彦太 郎氏 材 ソ ギ ン チ ヤ ク

類 及び駒井 卓博士 （ク シ ク ラ ゲ類 1等が あ り， 直椄先 生 の 指導 を受 けfcる入 々 に は 新庄巍 理

學士 ｛タ コ ク ラ ゲ｝， 大 久保 忠春 理 學士 〔十文 字水母〕， 中本大二 理學士 （C廡 儡 伽 紘　篠原雎理

ge士 　Cヒ ド ロ ゾ ア 類）及び小生等が あ る。 また大正 2 年 8 月卒業論丈研 究 中に 急死 された 千葉

i秀樹 氏 〔ヒ ド V 水母 の 出芽 ｝を特記 しなけれ ば な らな い 。 fl　N“ 遺憾に 思 ふ の は ， 先 生 と最 も關

係の 深 LA　e ド ロ 蟲類の 研究 が S’1・ECHO “
一
氏の 報告 〔1913）以來殆 ど進 んで ゐ ない こ とで あ る 。

併 し當欷室 の 岩佐 正夫理 學士 の 努力 に よ b海産の もの は數年ならす して 纒 b．桑 原萬壽 太郎

理 學 士 M 　，k つ て 淡水産 の もの の 研 究が矣第 に 進 め られ つ N あ る 。

　3） 棘皮動物に 關 す る原 菩 6 篇 の 中 5 篇 ま で は 海星類の 發生 に 關する 恵の で あ つ て
， 歡 米

の イ ト マ キ ヒ ト ヂ屬 Asterimaの 2 種 に つ い て 發表 され た。無 脊椎動 物 の 發生 の 碩 學 McBRmE

轂授 は先 生と意 見を異に され る所が あ り， 數囘 に 亙 つ て 2 權威 の 間 頓論議が 重ね られ た こ と

は 人 の 知 る所で あ る。最後 に 19H 年に 發表 され た もの は本邦 産海星類 に關す る第 1篇 で あ っ

て 、東大理 學部紀要 29卷第 1 篇 に 發行 され て ゐ る 。 先 生 多年の 苦心 の 結果 に な る もの で 全 頁

808
， 圖版19枚 に 及 ぶ 大冊 の もの で あ つ て ， 本邦産 Ph 昆n

『
rozon 幅 の 大部 及び Forcip

月栂
a の

一部分の 從來 の 記 載と合せ て 先 生 自身の 觀察 を記 され 艶 もの で あつ
’
ξ，本 邦 の み な らす， 廣

く世界海星學 者の 大 V ・ に 便利 とす る所 の もの で あ る．先 生は之 に 引 績い   他 の 群 も同様 に 記

載 され る御心算 で あ つ た と推察 され る。更に Albatro“．s 船採集の 海星の 顰本 に つ い て 御研究

中で あ つ たの で ， 十數種 に つ い て の マ ヌ ス ク リ プ トが 多數の 海星の 標 本 と共に 當教 室に 小 生

の 管理 の 下 に 保存 され て ゐ る。棘皮動物 に つ い て 先 生 の 問接 の 指導 戦 廿牽人 に 九大の 大島

廣博士 ｛海鼠類其他［が あ り，松本 彦 七鄰 博士 〔蛇 尾類｝が あ る e 今は 大島廣 博士 の 指導 を受 け

て 海擔類の 分類 に 蓴 心 し て ゐ る池 田隼 入學士 あ り，駒 井卓博 士 の 指導 を受けて ゐ る奈良女高

師の 小野 田勝造學 圭の 立派な發生學的 の 研 究が あ り ， 且 つ 東北大學 で は シ
’
P ナ マ コ aiwhut

に つ き形 態
・生理

・發 生等各 種 の 研 究が發表 され て ゆ くの に 反 し て ，先 生の 卸 專 門 の 海星 類

に つ い て は小 生親 し く御指導 を受 け且つ 先生 の 研 究 の 績行 の 御抜頼 を受 けて ゐ る の に も拘 ら

ず菲才弱 行 ， 當教室林良 二 理 學士 の 形態學的研 究 を除い て は何 等見 るべ き もの もな く， 之 を

記 し つ S も自實 の 念焦躁の 感に 堪 へ ぬ もの が あ る ．
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